
「樋脇小学校の文化財探訪の取組」 

 

１ 学校名  

薩摩川内市立樋脇小学校 

 

２ 学年・人数   

５年１組 25人 

 

３ 日時・場所   

⑴   学習会等の日時・場所 

  ・ 学習会：10月～12月 ふるさと・コミュニケーション科 

・ 文化財ウォッチング：令和４年11月10日（木） 

           樋脇駅跡，鉄道公園，瑠璃光寺跡仁王像  

           樋脇麓（武家屋敷群）玉渕寺跡（招魂社）  

・ 発表資料作成：令和12月９日(金)  

ふるさと・コミュニケーション科，放課後     

⑵   発表の日時・場所 発表の日時・場所 

・ 令和４年12月11日（日） 

      「ぶらり散策ひわき」～城内コース～ 

 

４ 活用に取り組んでいる史跡の名称・時代・特徴について 

⑴   名称・時代 

・ 紙座跡（かみざあと）→江戸時代  

・ 樋脇城跡（ひわきじょうあと）→鎌倉時代  

諏訪神社（すわじんじゃ）  

・ 樋脇駅跡（ひわきえきあと）三島神社（みしまじんじゃ）  

・ 瑠璃光寺跡石塔群 (るりこうじあとせきとうぐん )→室町時代  

・ 甲冑姿氏神石像（かっちゅうすがたうじがみせきぞう）→平安時代  

・  三島仁王像（みしまにおうぞう）→江戸時代  三島の田の神（みしま

のたのかみ）  

  ・ 樋脇郷地頭狩屋跡（ひわきごうじとうかりやあと）→江戸時代  

    ・ 玉渕寺跡遺跡（ぎょくえんじあといせき）本庵の田の神（ほんあんのた

のかみ）西南戦争招魂碑（せいなんせんそうしょうこんひ）  

・ 寺子屋跡（てらこやあと）  

 

５ 地域との連携の具体  

ふるさと・コミュニケーション科の時間に文化財探訪の取組を行った。郷

土史家の持永八州郎さんの講話を聴いた後，児童は，文化財について郷土誌な

どの資料を調べたり，現地へ行き写真を撮ったりして，「ぶらり散策ひわき」

の案内ガイドの資料を作成した。  



６ 活用の取組の工夫した点 

文化財案内ガイドをするに当たって，原稿を何度も読んで練習し，ゆっく

りと分かりやすい話し方を心がけ，当日に臨んだ。事前に史跡・遺跡巡りをし

た際の説明も加えるなどして参加した方々に堂々と発表することができた。  

 

７ 取組の様子（案内ガイド） 

  

８ 参加児童・保護者・職員等の感想・意見 

【児童】  

・ うまく説明できるか心配だったけど、話しているうちに少しずつ慣れて

上手に説明できるようになった。聞いてくれる人がしっかりこちらを見て

くれたのでうれしかった。  

・ 自分たちが学習したことを「ぶらり散  

策ひわき」の中で生かすことができてよ 

かった。またこういう機会があれば参加 

したい。  

【教員】  

・  ５年生の子供たちにとって初めて

の経験だったが，学習したことをガイ

ドとして参加した方々にしっかりと

伝えるよい経験ができた。  

・  地域の文化財・遺跡の学習を通して

地域に興味や関心をもち，地域のよさ

を改めて知る機会となった。  

 

９ その他 

   樋脇地域コミュニティだよりにも取 

  り上げていただき，参加した児童も大変 

  喜んでいた。 


